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 [授業の概要・目的]
量子化学を中心とした物理化学の基礎を講義する。原子や分子の構造と性質を支配する法則を理解
することを目的とする。

 [到達目標]
・量子力学の基礎を体系的に習得する。
・波動関数，シュレーディンガー方程式を理解し，説明できるようになる。
・原子や分子の構造と物性との相関について理解し，説明出来るようになる。

 [授業計画と内容]
次の項目について講義する。

1.　量子論への導入（1）量子力学の起源
2.　量子論への導入（2）ミクロな系の力学
3.　量子論への導入（3）量子論の原理
4.　運動の量子論（1）並進
5.　運動の量子論（2）振動
6.　運動の量子論（3）回転運動
7.　原子の構造とスペクトル（1）水素型原子
8.　原子の構造とスペクトル（2）多電子原子
9.　原子の構造とスペクトル（3）原子スペクトル
10. 分子構造（1）原子価結合法
11. 分子構造（2）分子軌道法
12. 分子構造（3）二原子分子
13. 分子構造（4）多原子分子
14. 総論
15. 期末試験
16. フィードバック（内容は別途連絡します）

 [履修要件]
高校での物理，化学と理系数学を履修していることが望ましい。前期の基礎物理化学（熱力学）と
の連続した履修を推奨する。

 [成績評価の方法・観点]
平常点評価（クイズ，宿題など，20点)と定期試験の結果(80点)により評価する．

基礎物理化学（量子論）(2)へ続く↓↓↓



基礎物理化学（量子論）(2)

 [教科書]
アトキンス 『物理化学（上）第10版』（東京化学同人）
 [参考書等]
  （参考書）
授業中に紹介する

 [授業外学修（予習・復習）等]
授業の前に教科書を一読すること。
授業の後に，例題，演習問題等を解き，理解につとめること。

 [その他（オフィスアワー等）]
 


